
リスクヘッジ、産業界はこう動く  

．、l中け  

ノへ、こナ．L       、▲  
く  言 会長に聞  コ  

て 

＿明  
ー1  t，   り！  

海外では取引所の大型イヒヒし取引の電子化、  

組織の株式会社化、上場商品の無形化など先  

物市場を取り巻く環境は激変しています。21  

世紀を目前に控え、日本の商品取引所は幅広  

い産業界のヘッジニーズにどう応えるか、ヰ  

澤忠義・東京工業品取引所理事長（全国商品  

取引所連合会会長）にお聞きしましーた。  

－1999年4月の商品取引所法改正以来、ガ  

ソノリン、灯油、ブロイラー、鶏卵、国際生糸、  

TSR（ブロック状ゴム）、遺伝子非組み換え  

（Non－GMO）大豆など新顔の登場が相次い  

でいますが、産業界の手ごたえはいかがです  

か。  

灯油が試験上場に成功した余勢をかって、  

2001年5甘には原油の先物市場が日本にも  

誕生す牟；とになります0＼一葉一†・・′1 

中澤原油は商畠喪計め靡掛ら大事元売り 

や大口需要家の参加を得まして、二．世界でも初  

めての「ドバイとオマーンの平均価格」を上  

場することになります。．日本の原油は90％以  

上中東に依存していますから、関連業界のヘ  

ッジニーズに対応できると確信しています。  

現金決済方式ですから現物の受け渡しは行わ  

れませんが、EFP（現物交換）という制度を  

採り入れますから現物に交換することは可能  

です。先般の原油高騰を見てもヘッジ市場の  

必要性はだれもが痛感したことでしょうし、  

NYMEX（ニューヨーク・マーカンタイル取  

中澤 産業界に使い勝手のいい市場を提供す  

るという法改正の狙いに沿って、様々な新し  

い市場作りが活発ですが、産業界のヘッジニ  

ーズの．強さを実感しています。99年7月に灯  

油、ガソリンを上場してまだ1年数カ月に、し  

かなりませんが、元売りからガソリンスタン  

ドに至る各取引段階で先物市場を使ってくれ  

ています。現物の受け渡しが予想以上に多い 

ことは取引所が物涜基地としての役割を果たL  

している証明でもあります。需給調整に使わ  

れ、取引決済に先物価格を使うといった企業  

も出ています。  

－一石油の売買の中身が産業界の企業活動と  
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皿朋 
ことで栗源・篭サごJ研L一・1て．．，．＝刷ぺ ・ 

言1曾：  
ゝ？  

＿ゴム．逼鮎毎表の利頗執                                               ．、一  
とでお手本のような商品ですが、TSRは生産  

地での利用も高いといわれています。  

中澤し，．T韓特紳商品取引所に掛、て、東京  

…‡＿ニー二∴こ●‡－∵－こ∴‾・‾；‡ －√l   

法ではこうした粋が外されることでしょう。  

われわれは既に、CO2の排出権については、て1シン  

クタンクと共同研究に着手しています。  

－」毎外では取引所組織の株式化、・合併・統  

合・買収∴電子イ蜘ざ大きな潮流と＿なってうね  

り出していますがJ㌔日本由商品取引所が彼ら 

に伍して競争し七！い一く；一に：はコストの安じり使  

い勝手のし一し廿市場でなぃと、21世紀正坐き残  

れな．トのではないかと思われます。  

中澤株式会社だど素早い意思決定、資金調  

達、合併を容易にす1る・七いった利点がある半  

面でヾ公正な市場管理は万全か、利益追求の  

あまサ委託者保護がおろそかになる 

いった問題、も、ぁります。■すべて会員の意向が  

最優先さ’れるでしよ－う。  

－その会員ですが、現在、7商品取引所合  

志‡ニ警湖洋覿雷誓慧芸警 I一   

てもしよ：いよ！う七思ぃます去21漣紀め先物示場  

をどサ展重さ．れますか。 

中澤、へツジ土＋ズセ応える第二歩としで市  

場の流動唾液高め‾る・必要があります。‘そのた  

めには委託者税制をぜひ見直じてもらいたい。  

2005年の手数料完全自由化に向けて手数料  

は漸次下がっていbて、証券・r金融・＼商品の  

相互釆少入れが活発化し、商岳先物市場は一  

段と盛り上がづていく・b・新し小国際商品が有  

形、■、無形含め′七続々と登場し、国際間の裁定  

取引も盛んになち七いく1一三 そのためにも魅力  

ある先物市場作りを着実に進めでいきたし1と  

思い、ます。  

でも▼上場すγる孝志で凍ら「－J先ごろぐナ・。スペインで′∴｛  

開かれた国際アルミセミナーに参加しました  

が、アルキャン、アルコアはじめTOCOM（東  

京工業品取引所‡こ一モ㌍の関心の高さに驚きまし  
∴か・J：ミ∴  

た。  小  

月産野糾いますが、 

も、、射」かカざですか。横浜商  

彿オショア商品とし七上場  

からのヘッジニーズが見  

・ト÷∴、 繁簡菱既ぞ攣想以庇  
ヽ◆  

まくいって  

で、現物市  

場の動きが活発になっており、先物が現物マ  

ーケサトを作り出したともいえる、状態でず。  

コ．÷ヒー馴酎軒ご∴3年の試験上場期間を．1  

年1、0カ月肥短絡↓で本上場＝したくこらいですこ  

妙で  

→一T」先物市場外でも－ぺッジ商品の開発が活発  

です。■大手損保の東京海上火災保険が異常気  

象保険を売り■出七、∴日本興業銀行が天候デリ  

パティ’ブ商品を開発す′る一方、三菱商事では  

CO2（二酸化炭素）■一の排出権や電力売買の仲介  

に進出ずる〉構えです。リズクヘ少・ジのラスト  

リブ十 ト（最後の上りで）は先物市場である  

といわれますが、こう・した新しい商品の流動  

性を高めるた削二も先物市場の」層の整備が  

急がれます。  

中澤商品取引所法を改正する機運が出でき 
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